
　新年明けましておめでとうございます。

　令和２年から３年にかけての年末年始は新型コロナウイ

ルス感染症（以下COVID-19）予防対策と寒波による低温

大雪のため、ご家族と共に自宅で静かに過ごされた方が多

かったのではないかと思いますが、皆様におかれましては

健やかに新年をお迎えのことと心からお慶び申し上げま

す。また日頃より独立行政法人国立病院機構盛岡医療セン

ターの運営につきまして、ご理解とご支援を賜り心より御

礼申し上げます。

　さて、昨年は日本全国の医療機関は押し並べてコロナ、

コロナで明け暮れました。当院も岩手県ならびに保健所お

よび感染症を担う地域中核病院と議論を重ね、１）岩手県

が整備してきた各地域の結核病床をCOVID-19病床に転用

するため、岩手県内で発生した結核患者をすべて当院で引き受ける、２）当院の一般病床にあ

る陰圧個室２床を盛岡ならびに県央保健所管内の小児軽中等症COVID-19患者用に整備する、

３）COVID-19の診断のための帰国者・接触者外来（現在の診断・検査外来）を整備し積極的

に運用する、４）感染爆発が生じた際には新たに大人用の12床（４床室、３部屋）を提供でき

るように準備する（あくまで予備のベッドであり現段階で県から認められたCOVID-19用

のベッドではありません）、という４点で岩手県ならびに盛岡保健所・県央保健所管内の

新 年 の ご 挨 拶

①安心・安全な医療を提供します。
②病病連携・病診連携を通して地域医療に貢献します。
③専門的な知識と技術、倫理観を備えた職員を育成します。
④職員は互いに尊重・補完しあい、協働し良質な医療を提供します。
⑤信頼される医療を提供するための経営の健全化を図ります。

●病院理念●　 生命を尊重し、地域の人々に安心・信頼される医療を提供する

●基本方針●
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COVID-19対策に貢献してきました。幸い７月下旬まで岩手県内では陽性者０が続き、その後

の陽性患者の数も少なかったため帰国者・接触者外来での診断治療のみで済んでいましたが、

11月９日からの消防署・飲食店・職場・医療機関での連続したクラスター発生により当院にも

成人の軽症患者の受け入れ要請がなされ、本来小児用に準備していた病床に計18人を短期入院

させています。また、診断・検査外来でCOVID-19とすでに診断されている患者さんの重症度判

定を行い、入院治療にするかホテル療養とするかの判断を多数行っています。

　COVID-19に関して現在の科学では予防・診断・治療すべてにおいて満足できる状況にありま

せん。辛うじてワクチン接種が一部の国で始まっていますが、効果やその持続期間、副作用など

まだまだ安心できる情報が足りません。診断に関してはPCR検査や抗原検査の感度や特異度が

あまり高くないとされていますので、事前確率が低い患者さんに対してむやみに検査を行っても

疑陽性が多くなるというジレンマがあります。治療に関しては抗ウイルス薬の早期の開発が待た

れます。抗インフルエンザ薬のような特異的治療薬が手に入れば高齢者の死亡率を大幅に低下さ

せることができるはずですので、あまりこの感染症を恐れる必要がなくなるはずです。その日ま

で当院は院内感染を最小にする努力を重ねながら、たとえ院内でCOVID-19が発生したとしても

早期に発見し拡大予防に努め、決してクラスターにならないように対策を重ねたいと考えてい

ます。

　COVID-19対応に紛れて目立ちませんでしたが、昨年５月に当院の53％の病床数を占める障

がい者病棟（一般成人の障がい者病棟２看護単位91床と重症心身障がい者病棟１看護単位40

床）での７：１看護が承認されました。これにより安全でより質の高い看護を提供できるマンパ

ワーを得ることができ、職員一同喜んでいるところです。さらに研鑽を積み、障がい者医療を充

実させてゆきたいと考えています。また、10月には常勤の循環器内科専門医が着任しました。

肺と心臓は同じ胸郭内にあって相互に影響する臓器ですので、呼吸器内科と循環器内科が協力す

ることで、さらに質の高い内科医療を提供できるものと確信しています。

　今年も当院はCOVID-19診療に貢献すると共に、

通常医療（呼吸器内科・リウマチ内科・整形外科・

小児アレルギー・神経難病の長期療養・循環器内科

など）において盛岡市医療圏（特に西北部、一部の

領域では全県）中心に病診連携、病病連携、病院・

介護福祉連携を大切に、患者さんや地域から信頼さ

れ、求められる医療を提供する努力を継続してゆき

たいと考えております。本年も皆様のご支援をよろ

しくお願い申し上げます。
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循環器科に常勤医師がやって参りました！！

　このたび盛岡医療センターに赴任いたしました循環器内科の肥田親彦です。

　赴任前は宮城県の仙台循環器病センターで冠動脈や不整脈のインターベンション治療、ペースメー

カ手術などの急性期診療に携わっておりました。長く単身赴任を続けておりましたが、盛岡の家族と

暮らすため、2020年10月から盛岡医療センターに勤務させていただくことになりました。

　さて、近年は超高齢・低ADLの心不全症例が増えてきており、当センターも例外ではありません。

そのような症例の多くは、カテーテル手技や負荷検査のような侵襲的手技が適応外となる一方で、多

彩な合併症を抱えているケースがほとんどです。そのため、ひとつの専門分野に特化した対応ではな

く、全人的なプライマリケアの観点からアプローチしなければなりません。一筋縄ではいかない難渋

症例も少なくありませんが、循環器内科医としての真価が問われているともいえるでしょう。

　地域のみなさまのお役に立てるため微力ながら尽力いたしますので、循環器疾患が疑わしい患者様

がおりました際には、いつでもお気軽にご相談ください。どうぞよろしくお願いいたします。

循環器内科医長

出　身　大　学

資格・専門医等

肥　田　親　彦

岩手医科大学

医学博士

日本循環器学会専門医

日本内科学会総合内科専門医

日本内科学会認定医

日本内科学会　ＪＭＥＣＣインストラクター

日本救急学会　ＩＣＬＳ・ＢＬＳコースインストラクター

日本プライマリ・ケア連合学会指導医・認定医

リードレスペースメーカー植え込み指定医

臨床研修指導医

【循環器内科】

≪医師からのご挨拶≫

こえ ちかだ ひこ
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令和３年２月１日現在
●受付時間　８：３０～１１：００（急患については随時対応）

※電話による予約受付時間：１３：００～１７：００　

　 診察ご希望の方は、下記の曜日、時間等をご確認の上、ご予約下さい。

国立病院機構盛岡医療センター　診療担当医一覧表

専用電話：０１９－６４５－４５６４

独立行政法人国立病院機構盛岡医療センター
岩手県盛岡市青山一丁目２５番１号

病院代表  ＴＥＬ　０１９－６４７－２１９５
ＦＡＸ　０１９－６４６－１１９５

新・再別 月 火 水 木 金診療科目

新・再別 月 火 水 木 金診療科目

新・再別 月 火 水 木 金診療科目

新・再別 月 火 水 木 金診療科目

呼吸器内科／
一般内科

午前

午前

午前

午後

午前

午前

午前

午前

新　患

新患・再来

新患・再来

新患・再来

新患・再来

新患・再来

再来

新患・再来

新患・再来

新患・再来

木村啓二

木村啓二

木村啓二 山田博之

山田博之 山田博之

山田博之

☆東北大学
呼吸器内科医師

☆東北大学
呼吸器内科医師再　来

肥田親彦 －

☆仙台医療センター
医師

☆東北大学
循環器内科医師

髙原政利 －

髙原政利

菊池喜博

菊池喜博

菊池喜博

菊池喜博

内　科
（糖尿病内科） － － ☆岩手医科大学

糖尿病・代謝内科医師 －

肥田親彦

－

－消化器内科 午前～
午後3時

午後1：30
～3：30

☆工藤典重 ☆宍倉かおり －

リウマチ科
（内　科） 千葉実行 千葉実行 千葉実行 －

菊池喜博
（木村・千葉）

千葉実行
（最終週は休診）

本田剛久
（第1・2・3・5週）

本田剛久

大山素彦 大山素彦

本田剛久
（第1・3・4・5週） ☆大竹高行

本田剛久

☆小山田喜敬
（第2週）

☆小山田喜敬
（第2週） －

佐々木朋子

佐々木朋子

佐々木美香

佐々木美香

－－

－－

－ －

小児科
（消化器・アレルギー）

予約制
佐々木朋子

佐々木美香

佐々木美香

リハビリ
テーション科 － ☆山口一彦

（第4週）
☆山口一彦
（第4週）－ －

｢☆」は、非常勤の先生です。

※小児科は消化器・アレルギー等の専門外来になります。
※２月15日（月）～２月26日（金）の間、佐々木美香医師は休診となります。

※呼吸器内科・一般内科の午後外来は、新患・再来・予約外の急患について午後１時30分～３時30分の時間で診療を行います。

整形外科・
リウマチ科
（整形外科）

循環器内科

【脊椎外来】
大山素彦

（紹介予約制）
午前9時～11時

山田博之 髙原政利

木村啓二

－

木村啓二

（13：00～）
☆田巻健治


